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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 MIRAI　麻生駅前

住　所
北海道札幌市北区北４０条西５丁目5-25

山晃ハイツ麻生205号

0110204419

鎌田　典子

令和5（2023）年度電話番号 011-738-8511

連携先企業名 サッポロライス　株式会社 担当者名

企業様希望により公開不可

　利用者の方の能力差はありますが一生懸命頑張ってますし衛生面に関してはしっかりと教育されていることが見受けられま

す。

　理解力に個人差がありますが素直で真面目な方も多いため基本的に健常者と変わらないです。

　指導員が仕事内容や作業のコツなどを理解していると利用者へのアドバイスも的確になり利用者が仕事を覚えるのも早くな

るため指導員の指導が重要だと感じています。

　弊社職員と指導員がしっかりと連携とることにより、利用者の適性を踏まえた作業指示が出来るようになるため、定期的に

打ち合わせを行うことも大切。

　利用者の方が一般就労して継続的に弊社に勤務してもらうことを目標としているが、なかなか実現していないのが現状。実

現するため両社が同じ目線で協力していく必要がある。

連携先の企業等の意見または評価

企業様希望により公開不可

【活動場所】

北海道札幌市

【実施日程】

2022/4/11　週5

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

食品のパック詰め・洗浄

【参加利用者数】

８名

（事）地域へ出て働くためのきっかけとして最適な作業。

（企）人員を補充出来る。

（利）就労する意識、意欲の向上、一般就職への意識づけに

繋がっている。

・就労意欲が高くなり、出勤率が伸びている。

・施設内就労の依存が減り、仲間意識を持ち、やりがいを得

ています。

様式１


